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北陸地域におけるいもち病菌菌型の地理的分布について

下山守人・遠藤忠光・近藤租・倉橋良雄

（長野県農業試験場）

た各県農試病理担当技師の絶大なる御協力をいただい

た。記して深甚の謝意を表する。

支那稲系のいもち病抵抗性品種が年次的に逆転して多

発する事例は，すでに昭和25年頃愛知農試稲橋分場で，

また同28年には長野農試下伊那分場で認められている。

しかし，昭和38年以降になってこの現象は全国的な傾向

となり，特に北陸地域では新潟県と富山県で千秋楽，初

祝もちおよびクサプエなど少品種が激発し，いわゆる罹

病化現象として問題視されるに至った。このような情勢

のため，昭和40年に，農林省北陸農業試験場は同地域の

各県農業試験場と共同して，「いもち病抵抗性品種の罹

病化に関する実態調査」を企画したが，その1問題とし

て，菌型の分布調査を長野農試に依頼された。筆者らは

従来から病害虫発生予察事業特殊調査として，目的地域

の菌型分布を調査中だったので，これを引き受けること

となり，昭和40年には上記の実態調査と呼応して同地域

の菌型分布について調査したので，ここにその概要を報

告する。なお本成綱は病害虫発生予察事業特殊調査の一

部であることを付記しておく，調査の実施にあたっては

北陸農試吉村彰治，山口富夫両技官のご指導を受け，ま

I調査方法

標本の採集は各県とも病害虫防除所単位におこない，

1防除所管内に2調査地点を選んで，中国稲系および日

本稲系の1品種ずつとその近辺の主要作付品種を対象

とし，葉および穂いもちを採集した。また菌型検定のた

めの実験方法はすべて後藤ら（1961）の「稲熱病菌の菌

型に関する共同研究第1集」によった。

Ⅱ調査結果

調査地点は新潟29，富山16，石川15，福井11の計71地

点で，供試標本（分離菌株数)は合計145点である。各

県別に採集菌株の菌型検定結果を示せば第1～4表のと

おりである。また北陸4県を総括して分布の状況をとり

まとめると第5表および第1図のとおりである。
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’ 第1表新潟県における採集菌株の菌型判定結果
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第2表富山県における採集菌株の菌型判定結果
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-第3表石川県における採集菌株の菌型判定結果
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第4表福井県における採集菌株の菌型判定結果
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第5表北陸4県における採集菌株の菌型判別結果
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傘（）は割合を示す。

が最も多く，次いでN2,N4およびC8などでそのほか

は比較的少なかった。C群菌型には全体の約半数の採集

菌株が該当したが，これらは千秋楽，初祝もちおよび越

ひびきなどの中国稲系品種から多く分離された。また菌
型分布の地理的関係はあまり明瞭でなかったが,C,お

よびC8が全県的に認められたのに対し,C6は県北部
に多い傾向がみられた。なおここで得られたC9はこれ
まで全く認められなかった新しい菌型であるが，これは
北魚沼郡堀ノ内町および中頚城郡柿嫡町で認められた。
富山県ではC,,C8,C8,C9,N2およびN5の6菌型
が得られた。このうちN2が最も多く次いでC9,C3,
C8などでそのほかは少なかった。C群菌型には全体の
約半数の菌株が該当したが，これらはほとんどクサプエ
から分離された。また菌型分布に特別の地理的関係はみ
られなかったが，新潟県で確認された新型のC9がここ
では全県的に認められて注目された。次に石川県では
C,,C8,N2およびN4が認められ，ここではN2が
圧倒的に多く全体の約80％を占め，そのほかは極めて少
なかった。したがって分布も単純で県下全般にN2が優
勢のようであった。なおC群菌型に該当した4菌株はい
ずれもカグラモチから分離された。福井県では上記の石
川県とほぼ同じ傾向でC,,NgおよびN4の3菌型が認
められたが，このうちN2が大部分で,C1およびN4
はそれぞれ’菌株が該当したにすぎなかった。

九
〃

第1図北陸地域における菌型の地理的分布

まず新潟県ではC1,C29C8,CO,C8,C99N11
N2およびN4の9菌型が認められたが，このうちC1

h

I
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C9もかなり多かった。このことは両県の栽培品種，と

くに中国稲系の品種を比較して興味深いものがある。な

お菌型発生の由来の面を探索する目的で，地理的に隔離

されている佐渡の菌型に注目したが，ここでは新潟県内

部と全く同じ菌型が得られたにすぎなかった。

要するに，同地域における菌型分布の地理的関係は，

同一県内では認め難く，県別の比較において差異がみら

れるようであった。このことは菌型分布には作付品種が

大きく影響を及ぼし，かっこの品種が県単位に統一され

ていることに基因するものであろう。

要するに北陸4県では10菌型が認められ，これを県別

に比較すると，新潟では9菌型が得られたが，そのうち

C,とN2が多く，また他県では少なかったN4がかな

り認められた。さらに富山県では6菌型が得られたが，

ここでばC,は少なく,N2のほかC9,C3およびCs

など新潟県では少ない菌型が多かった。これに対して石

川および福井県では3～4菌型が得られたにすぎなく，

またこのうちN2が圧倒的に多く,C群菌型は極めて少

なかった。このように県によって分布する菌型にかなり

の差異がみられたことは注目に値しよう。

Ⅳ摘要

1）北陸地域における菌型の地理的分布を明らかにす

るため，71地点から145菌株を採集して菌型を検定した。

その結果C,,C2,C8,C6,C9,C9,N,,N2,N4お
よびN5の計10菌型が認められた。

2）新潟では9菌型が得られ，このうちC,が最も多
く，次いでN2,N&などであった。富山では6菌型が認

められ，ここではN2が多かったがC3,CsおよびC9

もかなり多く採集された。石川と福井では3～4菌型が

得られたがN2が圧倒的に多く，ほかの菌型は極めて少
なかった。

3）菌型分布の地理的関係は中国稲系品種の導入なら
びに罹病化と極めてよく一致し，この品種の栽培地域に

c群菌型が多い傾向がみられた。また分布の地域差は同

一県内では認め難く，各県別の比較において明らかで，

これは県単位に品種が統一されているためと考えられ

た。

Ⅲ考､-...察

北陸地域は4県とも日本海に面して，南北に細長く，

地形は極めて復雑である。ここでは山間，山麓，盆地，

平野，沿岸と稲作上多種多様な立地条件となっている。

また作付品種も同地域の北2県では支那稲系が広範に栽

培されているのに対し，南2県ではほとんどが日本稲系

で極めて対照的である。ここでの菌型分布についてみる

と，同一県内での地域差は明らかでなかったが，北陸地

域全体での地方的な差異はかなり明確に認められた。す

なわち同地域を2分して，東北部の新潟および富山では

分布がかなり複雑で,各種の菌型が認められ,特にc群菌

型がN群とほぼ同数得られた。これに対して西南部の石

川と福井では大部分がN2で極めて単純な分布の様相を

示した。このことは同地域における中国稲系品種の導入

ならびに罹病化と極めてよく一致した結果といえよう。

また新潟と富山を比較すると,C群菌型の分布にかなり

の違いがみられ，新潟ではC,が多かったが，富山では

むしろC8およびC8が多く，また新らたに確認された
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栽培条件を異にした中国稲系品種のいもち病の発生と薬剤防除の効果について

下山守人・遠藤忠光・近藤租

（長野県農業試験場）

近年東北，北陸および関東地域においてクサプエや千た。
秋楽など，いわゆる中国稲系品種のいもち罹病化が問題
になってきている。この現象はいもち病菌の特定菌型のI試験方法
関与が主因と考えられているが，栽培条件特に移植時期試験は長野県農試豊科試験地で行なった。ここはこれ
や肥料もまた副次的な要因としてかなり重要な役割を果まで中国系品種をほとんど栽培したことはなく，また菌
すのではないかと考えられる。一方またこれら品種の発型分布ではほとんどN2で，まれにC群菌型の得られた
病に対しては薬剤防除の効果に疑問がもたれる事例が提ところである。供試品種を第’表に示した。また栽培の

概要は第2表のとおりで，いもち病多発条件を考慮し起されている。

ところで，中国稲を選択的に侵す特定菌型の機構につた。品種の配列は第1図のとおりで1区15m2を用いた。
いてはまだ明らかにされていないが，とりあえずこれら薬剤防除のためにはプラエス水和剤20ppmを分けつ期
の品種を栽培している地域における対策として実用的にに1002,穂ばらみ期および穂ぞろい期に1502の3回散布
重要だと考えられる発病と薬剤防除について検討を加えした。

［


